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ゴッ卜フリー卜・フォン・シュトラースブルクの

『卜リスタンとイゾ、ルデ』における航海について

三木賀雄l

『トリスタン物語』は 12世紀にアングロ・ノルマン語で書かれたケルト伝説起源、の文学作品で、あるが、現存

する数種類の写本のうもで欠けることなく物語のすべてを伝えるものは残されていない。わずかに外国語に

よる翻訳にほぼ全容を伝える作品が見いだされるにすぎない。これら数編のトリスタン物語は、題材をとりあ

っかう手法の中回遠から、一般に流布本系と騎士道本系と呼ばれるてつの系譜に区分される。前者は語り手

の主観をまじえず事実の叙述に徹する作品群で、ベルールの『トリスタン』、作者不詳の『トリスタン伴狂』ベノレ

ン写本、アイノレハノレト・フォン・オベルクによるドイツ諾への翻訳『トリスタン』、そして『散文トリスタン』がこの系

譜に属する。後者は、心理の描写や分析を重視する作品群で、トマの『トリスタン』、『トリスタン伴狂』オックス

フォード写本、僧侶ロベールによるノルウェイ語への翻訳『トリスタンのサガ』、 ゴ‘ッ卜フリート・フォン・シュトラ

ースブノレクによるド・イツ語への翻訳『トリスタンとイゾ、ルデ、』など、がこれにあたる。

詩人たちはさまざまにこの伝説を語り継いできたが、死にいたる愛とし、う主題を変えることも、彼らを悲~IJ的

な運命にし、ざなう海と船の役割を植き忘れレることもなかった。船上でのトリスタンの誕生。文武に秀でた美しい

騎士に成長したトリスタンを伯父マノレケの二五国コーンウオーノレへ運ぶ海。海はまた、騎士モーロノレ卜との決闘

で:深手を負ったトリスタンを敵国アイノレランド‘へ押し流す。トリスタンを救った二五女イゾ、ルテ、は、彼が倒したモ

ーロルトの姪で、あった。首尾よくアイルランドを逃れて帰国したのら、トリスタンはふたたび船出する。マルケ

ニビの妃となる女性を連れ帰るためである。竜退治の褒賞として与えられたイゾノレデを、コーンウオールへ伴う

トリスタンの航海。その船中でて人は誤って婦薬を飲む。それは彼らを宿命的な恋愛にかりたてる秘薬であ

った。イソVレデ、はマルケ半の妃となるが、トリスタンとの密会はつづく。不義の発覚とモロアの森での逃避行、

歳月がながれ、やがて恋人たらはマルケ二五と和解する。イソ‘ルテ、はギのもとへ帰り、トリスタンは海峡のかな

たのフソレターニュをさすらう。その地でトリスタンはニビ妃と同名の白い手のイゾノレデを要るが、I:妃イゾルデ

への想いはつのるばかり。ひそかに海をわたっては土妃のもとへ通いつづける。見知らぬ騎士から助勢を請

われるトリスタン。戦いでの負傷。傷は致命的で、あった。彼を救える者はこビ妃をおいてほかにはない。知らせ

を聞いてブ.ルターニュへ急行ーする土妃の船。その船を嵐がもてあそび、凪が行く手をはばむ。ようやく白帆が

風をはらみ、船が岸辺に近づいたまさにそのとき、嫉妬に狂う白い手のイゾノレデは、土妃の到着を知らせる

合図であった白い帆を、偽って黒い帆とトリスタンに伝える。その虚言から土妃は来なし、と信じた彼は、絶裂

のうらに命を落とす。そして上陸後に恋人の死を知ったギ妃も、深い悲しみから命を天に返す。以上の梗概

からも明らかなように、トリスタン物語の作者たらは、トリスタンと二正妃イゾルデを新たな運命に直面させる契機
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として、海と船を用いてきたのである。

したがって、物語の語り手たちがどのように船をとらえ、海を見ていたかを知ることは、作品を理解する上で

の大きな手掛かりになるものと考える。この小論では、およそ 13世紀のきわめて早い時期、おそらくは 1210

年頃に成立したとみられるコ、ツトフリート・フォン・シュトラースフ、/レクの『トリスタンとイゾルデ』を取り上げ、この

作家の海事にかかわる考え方が作品にどのように反映し、影響を与えているかについて考察をおこないたい

作者ゴ.ットフリートについて

最初にゴ、ットフリートが生きた12世紀末から 13世紀初頭の社会的な状況を簡単に整理しておきたい。ゴ、ツ

トフリートの生誕地とされるストラスプ.ールは、 775年としち比較的に早い時期に商業特権を獲得したライン河

畔の都市である。自然条件からライン河を遡上する交易船の南下限界点に位置するために、「ライン下流域

から遊ばれてきた商品のほとんどがこのまちでまずは荷を降ろしたJといわれに「ライン通商圏での繁栄の原

点」と称されている4。ストラスプールの商人たちはライン地方の主要都市で開かれる大市はもとより、「北はリ

ューベク、東はニュルンベノレク、南はジュネーグやリヨンにまで足を伸ばし」、北欧やイギリスまで販路を広げ

て、「アノレザス産の葡萄酒J、「穀物J、「地元産の並質で安価な毛織物」などを輸出し、帰航時には「塩漬け肉

やイギリス産の羊毛jを帰り荷として持ち帰ったというこのようにストラスフぜールは内陸部にありながら水運に

よってイギリスと深く結ばれていた。イギリス通いの交易船によって海上を運ばれてきた商品は、河口域の

街々 でソj、型船に積み換えられてス卜ラスプーノレまで、遡上していた。このためストラスプールはライン河下流域

の諸都市と商業的なかかわりを維持していたとみられ、特にケルンとは流通経済を通して緊密な関係にあっ

たのではなし、かと考えられる。ケルンが毛織物産業を中心としてストラスプール以上に深い関係をイギリスと

のあいだで‘保っていたからである。

一般にドイツ人商人はrJO世紀末からイングランド人と平等に扱われ、他の外国人より有利な取り扱いを受

けていたが、なかでもケルン商人は978年ごろテムズ河畔にギルド・ホールとし、う商館を持っていた」としづ。リ

チヤード l世はその敷地の「地代2シリングを免除するとともに、納税免除としウ特権を賦与」したほど、で、あっ

た6。もちろんイギリスにおける交易商品はし、うまで、もなく羊毛が中心で、あったが、意外にもイギリス自身の海

上交易能力は低く、「そのため、羊毛の輸出は外国人に依存して行なわれJ、「最初、大きな比重を占めてい

たのはブランドソレ人やイタリア人で、あったが、次第にハンザ商人にとって代わられる」とし、う状態で・あったとい

うこのように初期ハンザの時代にはイギリスとライン河流域の都市を結ぶ交易/レートが碓立され、ストラスプ

ーノレやケルンの遍歴商人たちは自ら船を仕立て、あるいは便船を用いて、毛織物の原料と製品を媒介とじた

活発な交易活動を繰り広げていたのである。

ストラスブール、ケノレン、インクeランド‘を結ぶ商業上の関係は文化面にも影響を及ぼしていたとみられる。

中世のヨーロッパで‘広くおこなわれていたように、聖職を志望する学生たちは各地の著名な学校を遍歴して

2テクストとして使用するのは以下のプレイヤッド版“Trislanel Iseul"に収録されている DanieJleBuchingerによる，Gollefi凶 de

Slrasbourgの“Tris凶 ellsolde"の現代フランス語訳である。引用の和文は拙いながらこの小論の司王者が納訳を試みている。
MarcheJlo-Nizia， Chrisliane. (J 995) Tristan ellseul， GaJumard， Paris 
、内回日出海 (20ω)W物語ストラスプールの歴史』中央公論新社 p.75
4 内回日出海前掲書 p.42

S内回日出海前掲帯 p.80

6篠原|場一 (2∞8) W海洋交通の世界史~. e-Book. hllp://www31.ocn.ne.jp/-vsinolpage∞3.hlml. 2-4-1 
7篠原陽一前掲舎 2-4-1
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自らの学業修行の糧としていた。ストラスプールで、は 1262年頃にフランチェスコ会が「聖俗に聞かれたハイ・

レヴ、エルの学校を設立し、自由学芸七科、哲学、神学、教会法の授業をおこなった。司教もこれに支援を惜

しまなかった。学生はパリをはじめ、オクスフォード、ケンブ、リッジ、ケノレンなと守に留学を義務づけられた」と伝

えられている8。ゴ、ットフリー卜の時代から時期こそ遅れるものの、中世の学術の拠点である修道会によって選

ばれた遍歴修行の圏域が、商業上の交易圏との一致をみせることから、これらの地域には比較的に早い時

代から文化的な交流を実現できる環境が整えられていたものと推測される。またゴットフリートがラテン語やフ

ランス語にも堪能であったことから、彼lこパリ留学の経験があったのではなし、かとする意見も、このような事情

から考えると首肯できるところであろう。

ゴットフリートの出自についてはほとんど何も知られていない。ただ『トリスタンとイゾ、ルデ』の邦訳者である

石川敬三氏は巻末の解説においてゴットフリートを「クレーリカーとみてもよいであろうJとしう見解を表明して

いる石川氏によればクレーリカーとは「修道院付属のまたは司教座聖堂付属の神学校に行きながら、聖職

者とはならずに世俗的生活にかえった者」を意味する。たしかに 10世紀から 12世紀末にかけてのストラスプ

ールはカトリックの司教が実質的な権限を担う司教都市で、あった。司教座聖堂付属の神学校が多くの在俗聖

職者を育てていたとしても不思議ではない。この点についてはストラスプールの歴史に詳しい内回日出海氏

がいま一歩踏み込んだ意見を述べている。氏の指摘によるとゴ.ットフリートはfミニステリアーレ系と言われて

いる」品、うのである。ミニステリアーレは司教の「世俗業務を司る家士(または家人)Jであり、 「忠誠心の5齢、

行政的集団」を形成し、「基本的には司教の忠実な高級官僚として市民に直接に接触する立場にあった」存

在であった。すでに彼らは「十一世紀にはあまねく誕生」し、 f世俗の君侯や大小貴族に仕えた従僕の階級j

に属し、「一般には聖職者叙任権闘争の過程で諸侯の側近として軍事的に糾合されたものの、やがて自由

民となり、著しい社会的上昇を遂げたjとし、うのである10。この意見にしたがうならば、ゴ、ツトフリートは文学的な

才能に恵まれ、ラテン語やフランス語に堪能な在俗の聖職者で、ミニステリアーレとしての実務的業務にも精

通した人物としち印象が浮かび上がる。しかも生誕地とされるストラスブ、ールがライン河交易によって繁栄して

いた都市であり、彼が識字階級として何らかの実務的な業務にたずさわっていた可能性が高し、ことからみて、

その知識や経験が作品中の航海にかかわる記述に影響を与えてし、るのではなし、かと考えられるのである。

ゴットフリートの航海理念、

そこでまず、前述した梗概の中から航海に対するゴ、ットフリートの意見が顕著にあらわれてし、る部分を取り上

げてみよう。ここで問題にするのは、騎士モーロルトとの決闘で負傷したトリスタンがアイルランド、へ漂着するく

だりである。モーロルトの刃の毒に侵されて死を覚悟したトリスタンは、運命に身をゆだねることを決意する。

帆もなく擢もなし、小舟にひとり身を横たえて海に漂う彼を、風と波が敵国アイルランド、へ押し流す、とし、うのが

先行作品で語られる筋立てで・あった11 ゴ‘ットフリートはこの部分を書き改めた。トリスタンはアイルランドギ女

のイゾ‘/レデ、だけが傷を癒せることを決闘のさなかにモーロノレトから知らされていたとしづ解釈を加えたのであ

る。そしてそれゆえに、死に瀕したトリスタンは£に事情を打ち明け、 こ王女による治療をもとめてアイルランド

総内田日出海前掲書 p.91

9 ゴットフリー卜・フォン・シュトラースブ、ルク著， 石川敬三訳『トリスタンとイゾルデ"~，郁文堂 p.346
10以上ミニステリアーレにかかわる引用は内回目出海.前掲書 p.，57-58 

11たとえば、アイノレハルト・フォン・オベルクの作品Tristram(テキストp.278)や作者不詳のLafoli巴deTrislan， version d'Oxford 

(テキストpp・，225-226)にはこの筋立てが見られる。
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への渡航を房長し、出たのだとし、うのである12。五はこれに同意し、トリスタンをイソ企ルデのもとに送るための航海

が周到に計画され、準備され、実行に移される。

夜になると、彼らは旅のために l隻の船とそれに載せる小舟を準備した。彼らは船内に、食糧

やその他の必要な品々をどっさりと積み込んだので、ある。最後に運命を嘆き悲しみながら、人々

はあわれなトリスタンを船に移したので、あった。船への乗り込みはひそやかに行われたので、乗

組員はもちろん別として、誰一人として何も気づくことはなかった。トリスタンは正に彼の家来と財

産を託し、彼がとeのようになったかを確かな筋から知らされるまで、は、何ひとつとして人に譲ること

がなし、ようにと頼んだ。彼はまた彼の竪琴を探しに行かせた。それは彼が身近に携えていく唯一

の財産で、あった。それから彼らは海に出たのである。トリスタンとクルヴェナルに付き従ったのは

8人の男たちだけで、あった。彼らは皆、この二人のために命を捧げることに同意し、ただひたすら

彼らに服従することをキリストの名にかけて誓っていたのだった。(一... )いまやトリスタンは昼も

夜も体力の限りを尽くしながら、船頭の老練な手腕に導かれ、まっすぐにアイランドをめざ、してい

た13

上自己の引用からも明らかなように、ここでトリスタンをアイルランドへ運ぶ船は、もはやここでは他のトリスタン

物語に登場するような危うけ冶小舟ではない。「食糧やその他の必要な品々をど、っさりと積み込んだ」大船が

用意され、 「船頭の老練な手腕に導かれて」着実に運行される。トリスタンはあとに残す家来と財産の措置を

~:l:]こ託し、彼に随行する者たちには絶対的な忠誠を求める。アイルランドに近づくと、船中で最もみすぼらし

し、衣服に着替えたトリスタンは積載してきた小舟に乗り移り、あたかもその身一つで漂着したかのような演出

がなされるのである。このようなゴ¥yトフリートのあからさまな書きかえから見えてくるものは何で、あろうか。トリス

タンの治療のためにアイノレランド、をめざすとしウ明確な航海目的、十分に肱装を施した船で、安全に彼をアイ

ルランド沖まで、運び、土地の人々の不信を招かないように小舟に移して海岸に漂着させるとし、う周到な航海

計画、職業的な乗組員による確実な船舶の運航、トリスタンが故地に残す財産の保全、不l歯:の事態にそなえ

た船内秩序維持の徹底など、ここからは何よりも確実で、手堅い航海を優先させるゴ、ットフリートの姿勢が見え

てこないだろうか。行く先も定めず、ただ宿命に身を任せ、小舟で、荒海に乗り出す航海など、ゴ、ットフリートに

は到底理解することも、許容することもで‘きなかったので・あろう。彼は従来のトリスタン物語にみられた航海の

記述から不合理性や唆昧性を極力排除して、かわりに明確な目的性と具体的な計画性をそこに与えようと試

みているのである。

航海目的や計画の明確化と同様に、ゴ、ツトフリー卜の関心は航海に必要な装備と積載品にも向けられてい

る。たとえば、トリスタンの父リヴァリーンは、「多くの費用をかけて」装備を整え、rl年分の食料、高価な品々、
日常の必要品」を船に積み込んでマノレケヒ七の国へ出発する11 そのリグァリーンが故国の危機の知らせに急

越の帰国を決意したとき、rl般の船がすぐに用意され、彼の財産が積み込まれた。糧食に馬、それらすべて
のものが航海のためにととのえられたJI50 トリスタン自身の航海を記述するときも、ゴットフリートの姿勢は変わ

12テキスト p.479
13テキスト pp.，482-483
14テキスト.p.395 
円テキスト p.407
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らない。マノレケ土の甥と認められ、騎士に叙任されたのら、父の仇敵モノレガーンへの復讐を決意するトリスタ

ンのために、彼の忠実な養育係のノレーアノレは「すぐさま素晴らしい船を用意して、これ以上は望めないほど

の品々をど、っさりと積み込んでj帰国のための航海を準備するへあたカも積載品の豊富さが航海の安全を

保障するかのように、ゴ.ツ卜フリー卜の語る船には食料や衣類、その他のありとあらゆる必需品が潤沢に梢み

込まれるのである。

たしかにゴ.ットフリー卜が万全の装備にこだ、わる背景には、中世の海の厳しい現実があった。梢"良品につい

ての記述からは、ありとあらゆる必需品を有り余るほどに積載しなければ安心できない中世の航海の危険な

実態が想像される。事実、風、それも好都合な風向きの樋やかな風以外に頼るものがなかった中世の船舶に

とって、嵐は言うまでもなく、凪で、さえも危険で、あった。作品中で、リヴァリーンやトリスタンが行き来するケノレト海

や英仏海峡も、おそらくゴヅトフリートにとってはなじみの深い北海も、ともに高い波浪と激しい潮流がもみあう

海の難所である。岸辺近くであれば暗礁や砂州への座礁の怖れが、沖合であれば果てしない漂流への懸念

が、常に船乗りたちを悩ましていたことであろう。実際、羅針盤を持たなし、この時代の船舶にとって、あらゆる

航海は難破や漂流と睡を接する危険な行為て、あったのだ。風向きや風力、潮流や波浪にたえず影響され、

慈天候に見舞われれば為すすべもなく破局へ追い込まれる未発達な航海技術。運命に翻弄された当n寺の

船乗りたらにとって唯一頼れるものは、荒波を耐え凌ぐ頑丈な船体と、あらゆる不測の事態にそなえた豊富

な糧食や装備の準備ではなかっただ、ろうか。

危険は何も自然の猛威ばかりではなかった。ウoアイキング、の脅威は薄れたとはいえ、なお海上では海賊行

為が横行していたのである。アイノレランド、の沖合でソj、舟に移され、土地の人々に発見されたトリスタンが彼ら

に語る偽りの身の上話に注目したい。人々の目を欺くためにトリスタンは自らを楽人であると詐称し、芸によっ

て得た金を資金に商売に手を出した顛末を次のように話すのである。

「私は大きな富を得ました。そのために私は務沢を好むようになり、身のほど知らずにもより多

くの財を稼ぎたし、と望んだのです。それで私は商売を始めることにしたので、すが、このことがな、を

破滅に追い込んだのでした。私はある裕福な商人を仲間にして、一人して故郷のスペインで気に

入った簡品すべてを]般の船に積み込んで、ブルターニュに行くことにしました。しかし大海原で

海賊船が私たらを襲い、すべてのものを私たちから奪い取ったので、す。悪党たらは私の仲間と

乗り組む者たらを皆殺しにしてしまいました。私が傷を負わされただけで、逃れることがで、きたのも、

私が本職の楽人であることを示してくれたこの竪琴のおかげなのですよ110J 

トリスタンは、自分はスペイン人で、仲間となった金持らの商人とともに1般の船を仕立て、 I気に入った商

品すべてJを積んで、交易航海に出かけたのだとし、う。語られている内容は、地中海経由でスペインに遊ばれ

てきた者イ多品を北ヨーロッパで、売りゅ|し、て大きな富を得る、いわゆる投機性の高い交易活動の典型であろう。

しかし船団を組まない単独航は外敵に襲われる危険を免れることができない。ゴットフリー卜は安易で無防備

な航海計画の悲惨な結末を、トリスタンが扮する商人の口を借りて語ることによって、この砲の交易活動の危

険で不確実な側面を指摘し、戒めとしてしものではないだろうか。 12世紀末から13世紀初頭にかけて、すな

わちゴ、ツトフリートの生きた時代に、海IJi-社会はひとつの変革期を迎えていた。 述距離交易活動の1¥.全盛にとも

16 テキスト p.456

17テキスト p.487
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ない、何にもまして多量の貨物を安全維実に運ぶための航海手法が重要視されはじめていたので、ある。そし

てこのような海事社会の変化がゴ、ツトフリートの創作姿勢に大きな影響を与えているのではないだろうか。

広く知られるようには世紀の北ヨーロッパは商人ハンザ時代の胎動期で、あった。それは 14世紀中葉以降

の都市ハンザに先駆けて、商人たちが「都市連合の後援もないままに自らの団結力を通じて商圏を開拓した

時代」だといわれてしも18 彼らはみずから商品を携えて海を渡り、遥かな異国で行商を行い、販路を広げて

次第に財をなし、組織的な交易のための商圏を拡大していった。少量の者修品を主として扱う南方の地中海

交易とは異なり、毛織物、葡萄酒、;J、麦など嵩の高い生活必需品が交易の中心で、あったため、より大きな利

潤を得るためには商品輸送に用しも船腹の拡大が不可欠の要件となっていた。また扱う商品の多くが生活

必需品で、あったため、ますます安定した商品供給が求められたが、それはとりもなおさず堅実な商取引方法

と確実な航海技術なくしては実現できない要求であった。投機的あるいは官険的な交易の排除、信用取引を

極力避けた現金での決済、堅牢で積載能力に優れた船舶の建造、武装船団方式による航海の励行、冬季

航海の禁止、万一の遭難にそなえた法律整備と損害を分散させる船舶持合制度の確立など、交易と航海の

危険を回避するためのさまざまな手立てが講じられたが、それらはすべてハンザ的な堅実性追求の精神から

生み出されたものといえる。このような新興商人たちによる先駆的ハンサeの精神は、北フランス、ドイツ西部、

イギリス南部の諸都市に新たな街活動j醸成の気連をもたらし、種々の特許状と都市制度が彼らの活動を支え

ていたのである。

コ、ットフリートが想定した船

ゴットフリートが主張する堅実な航海とそれを支える十全の臓装はそのような先駆的ハンザ精神の反映で

はないだろうか。このような仮定を検証するために今ひとつ別なトリスタンの航海を例に引きたい。それはマ

ノレケi::の妃とするためにイソツレデを求めてアイノレランドに向かうトリスタン一行の航海で、ある。

トリスタンにニビイ立を譲りたし、と望むニビに対して、五の顧問団は二五の妻帯を強く要請する。妬ましく思うトリスタ

ンよりも、 五の嫡子に二七位を継がせる方が好ましし、と判断したからだ。幼い王子ならば容易に操ることもでき

ようとし、うのが顧問団の思惑で、あった。決断を迫られた玉は顧問団の目論見を阻もうとして、実現することが

困難な結婚の条件を持ち出して彼らに抵抗する。二五はツバメが二五宮へ偶然に運んできたひとすじの金髪の

持主を花嫁として迎えたし、と宣言するのである。困惑する顧問団を前に、トリスタンは金髪の持ち主を探し出

し、二五妃として連れ帰るための航海を土に願い出て、出発する。風と波がトリスタン一行を運んで行ったのは

またしても敵国アイノレランドで、あった、とし、うのが従来の物語の流れて。ある。ゴットフリートが強硬に異議をさし

はさむのは、まさにこの髪の毛を運ぶツノくメの逸話についてである。「コーンウオーノレのツバメがわざわざア

イノレランドにまで、巣の材料の髪の毛を探しに行く」ことは不自然であるし、またトリスタンが「目的地も、航海期

間も、探そうとする相手が誰かさえもわからぬままに、あてもなく大海に乗り出す」ことなどあり得なし、とし、うの

が彼の主張である19 ここで、もまた航海に対するゴ‘ットフリートの堅実で、現実的な姿勢が明確に表明されてい

るのだが、それは措くとして、彼はツノ〈メの逸話のかわりに別な筋立てを語っている。すなわち玉はイソルデ、

を深く愛しているので彼女以外の女性を妻にしたくなしせしウ偽りの決意を顧問団に告げ、敵対するアイノレラ

ンドとの婚礼は事実上不可能であることを盾に結婚を回避しようとする。これに対して顧問団はトリスタンの聡

明で慎重な性格や避の強さ、すぐれた語学の才能を理由に彼をアイルランド、への使者に立て、婚儀の成立

1.高橋理.(1980) Wノ、ンザ同盟J教育干土 p.54
19テキスト p.5∞
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をはかるように正に強くはたらきかける。結局トリスタン自身が使者の役目を引き受け、二五も不本意ながら航海

の許可を与えることになった。

この航海のためにトリスタンが供に選んだのは、[玉の側近で戦いに強く信頼もできる騎士20人」と[トリスタ

ン自身コーンウオールや外国から金銭てe雇った 60人の騎士」、さらに「王の顧問官から無給で20人の貴族J

であった。また「船には日々の必要品や食料やその他の商品を、どのような船もこの程度の人数の航海のた

めに用意したことがなし、ほど潤沢に積み込まれた」としウ。さらに船には当然のことながら騎士たちの馬も積

載されていたと思われる20

数字に関する中世人の誇張癖を割り引くとしても、乗り組む人々の数から考えて、相当に大きな船であるこ

とがわかる。前述したように、彼らがアイノレランド沖へ到着したとき、トリスタンは随伴の騎士たちに船内に隠

れているようにと指示を与えるのだが、それはとりもなおさず、この船が被覆甲板を備えていること、また甲板

下に多量の積載品とともに多くの人員を収容できる広い空間を持つことを意味するものである。もちろん身を

隠す場所とし、えば甲板後部の船尾楼も考えられなくはないが、多数の人員を収容するにはあまりにも狭い。

やはり船腹内とみる方が自然であろう。要するに、船体内の積載能力に優れたかなり大型の船が想定されて

いるものと判断される。しカもこの船はきわめて頑丈な構造で、あったにちがし、ない。ゴットフリートの物語で1ま

馬の輸送が常態化して語られるが、それは必ずしも容易な作業で3はなかった。なぜなら馬を船内に収容する

ためには相応の船体強度が求められたからである。一般的に北方の船にくらべて船併E構造が脆弱な同じ時

代の地中海船では、輿宮した馬に船腹を肱破られて沈没した事例さえ伝えられてしも。彼らはやむを得ず馬

を宙づりにして輸送したのだとし、う。

このように考えてし、くと、ゴットフリートが想定していた船は、トリスタン伝説の舞台となる英仏海峡やケノレト海

をその時代に往来していたネフ型船ではなし、ことがわかってくる。ネフ型船はウ‘ァイキング、船の末簡で、その

構造上の特徴を受け継いで一様に喫水が浅く、乾舷も低い。たとえば彼らのうちの貨物の積載を目的に建

造されたクノール型の船で、さえ、もっとも普及したタイプで‘全長 16.5メートノレ、全幅 4.5メートル、|喫水はわず

か lメートノレであった。クノールには船首、船尾に部分的な甲板を持つものもあったが、それらは船倉と呼べ

るほどの構造体を構成するもので、はない。また戦闘用のラング、スキップ型の比較的大きな船についてみても、

たとえばテずンマークのロスキノレド、で発見された残骸船は全長 29.40メートル、全l幅 3.80メートルで、やはり喫

水は 1メートルiこ満たない。 70名程度の乗員は積載できるが、船底にパラストとして多量の石を積み込むた

め、荷物を積載する空間に余裕がなく、乗員の持ち込む生活必需品の置き場にも事欠くほどで、あった。その

上、船底部に甲板を張ってはいたが、被覆甲板を持たないことから馬の輸送に適してしもとはいえない。

これに対してバルト海及び北海沿岸諸国での交易航海を生業とする商人たちは、深い喫水と高い乾舷に

頑丈な構造を兼ねそなえた、重い積荷の輸送に適した船を利用しはじめていた。のちにハンザ同盟の花形

商船として名を馳せるコッゲと呼ばれる船で、ある21。エルピングやストラノレサンドなどハンザ同盟加盟都市の

シーノレの中で、はしばしば姿を見せるコッゲ船だが、明確にそれと判断される残骸がプレーメン近郊のヴェー

ゼノ吋11で初めて発見されたのは 1962年のことで、あった。この残骸船は38年をかけて修復と保存のための処

211以上トリスタンの随伴者についての引用はテキスト p.499、また馬の搭載についてはここでは明記されていないが、騎士が馬

とともに航海することをゴットフリートは当然視していたらしく、たとえばそーロノレトとの決闘場面ややトリスタンの父リヴァリーンの

航海には馬の船への積載についての記述がみられる(注釈 14の引用文参照)。

21 日本におけるコッゲ船についての研究論文としては以下のものがあげられる。景山久人 (1997)W盛時ドイツ・ハンザの船舶

について』研究論鍛，49号，京都外国語大学.pp.， 474-482柏倉知秀ο飢泊dコッゲ・ホルク・クラグエールー中世ハンザの
船舶と海運ー』立正西洋史，第 16号，立正大学西洋史研究会.pp.， 21・24
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理が施されたのちに、ようやく 2000年に一般に公開されている。使用されていた木材の年輪学的な分析から、

建造はおよそ 1380年頃とみられ、その要目は「全長23.27メートル、全幅 7.62メートノレ、型深さ一船尾楼と

巻揚げ機(キャブ、スタン)を含めて7.02メートノレ」で、あった22 水密性は不完全ながら全体的に甲板が張られて

いて、船尾には船体と一体化した楼閣をそなえ持つ。深く幅広い船倉は平底に近い船底形状剖、目まって高

い積載能力を確保してしも。しかしながらこの船はゴ.ツトフリートの生きた時代のものでーはない。

その後もコッゲ船の残骸の発見は続き、現在までに発見された 19隻のうら、もっとも古しものは 1150年の

コレノレップの船とされている。この船の要目は「全長と全l隔がそれぞれ18.60メートノレと4.90メートノレ」とプレー

メンのコッゲ、船にくらべて「長く、狭く、そして水線上が低いJ230しかしすで、にコッゲ船に固有の特徴はそなえ

ていた。コッゲ、型の船はこのコレ/レップの船の時代か、あるいはその以前から進化の過程にあったので・あろう。

積載能力の向上をめざして船腹を広げ、 1喫水を深くとり乾舷を高くする努力がはらわれていたのだ。

しかもこれらのコツゲ、船はゴ‘ツトフリートの身近にあった。やがて「バルト海沿いのリューベックと西のライン

河畔のケルンは同盟諸都市の中でも最も5齢、勢力を誇る都市」に成長する。コッゲ‘船は「英国やノノレウェイに

向けて穀物を、ブランド‘/レとフランスの趣味のよい顧客たちのために造船用の用材と毛皮を運んでいた。 パ

ノレト海の新しし、街々にはフランドノレの織物や武器や、とりわけ肉や魚の保存のためのブ、/レターニュ湾の塩を

とどけていたのである。リューベックはノノレウェイのスコーネンやストックフィッチのニ、ンンの輸入で、またケノレ

ンはライン地方のぶどう酒と砂岩製陶器の酒査の輸出で、それぞ、れに財をなすJ途上にあったからで、ある21

ゴ.ットフリートの時代のコッゲ、船がど、のような発達段階にあったかは不明だが、少なくとも積載能力とし、う点で

比較すれば、ネフ型商船とは格段の差が生じていたことは間違いない。それはネフをはじめ従来の船とは根

本的に異なる設計思想に基づいて建造された船舶で、あった。速力よりも積載能力を優先させた丸く、深く、

頑丈で重い船体、自衛のための船首と船尾の戦闘用楼閣、もともと風上への帆走には不利な←枚横帆の11汎

装に加えて、平底に近い船底形状が横流れを起こし、風上への切り上がり↑生能はますます低くなる。いわば

速力や風上への切り上がり能力を犠牲にして、積載能力と安全性を優先する思想、に徹した設計であるとし、っ

ても過言ではない。ここから見えてくるものは、たとえ多くの航海日数を要するとしても、大量の貨物を安全に

確実に輸送しようとするハンザ商人の強し、意向である。ゴ‘ットフリー卜は作品中の船としてそのようなコッゲ船

を想定していたに違いない。

ゴットフリー卜のトリスタンイ象

以上のように作品にあらわされてし泊航海理念や船舶形状などを検討すると、そこには先駆自旬ハンザの時

代精神が投影されていることが理解される。そしてそのような時代精神がトリスタンの人物像にも影響を与え

ているように思われてならない。

ゴ‘ットフリートによるトリスタン物語の特徴はきわめて濃厚な教長主義に彩られている点にある。とりわけ外

国の文化や習慣に対する興味や、外国語への関心の高さは作品中の随所に見ることができる。たとえば、ト

リスタンの父リウeァリーンは「騎士道の美徳を学び、礼儀作法を磨くJために、海を放ってマノレケ土の宮廷を訪

ね、そこで l年の歳月を過ごす。「異郷の風習を学べば、自らのそれも向上するし、そのことで自分の名前も

22以上プレーメンのコツゲ船についての引用はHoffmann，Gabriele. SchnaJ 1， Uwe. (2004) La cogue de Breme 

Chasse-Maree， 171. p. 43 

23以上コレノレップのコッゲ船についての引用は Hoffmann，Gabriele. Schna11， Uwe. 前掲Ji1t p.47 
24以上コツゲ
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世間に広く知れわたることになるだろうJb、うのが訪問の動機であった25。たしかにリヴ‘ァリーンの行動には騎

士としての熟達をめざして諸国をめぐる遍歴騎士のそれを思わせるものがある。しかしリウoアリーンの求めたも

のが武術の向上よりも徳燥を深め礼儀を磨くことにあること、そして何よりも異文化との接触によってもたらさ

れる自己啓発と名声の獲得にあることは興味深い。また幼い頃にノルウェイの商人に誘拐されて異国に置き

ざりにされたトリスクンは、偶然に出会った猟人の一行を警戒して偽りの身の上話を彼らに聞かせる。その中

でトリスタンは、自分は他国の裕福な商人の息子で、幼い頃から外国の商人たちと多く交わり、異国への興味

が嵩じたあげく、父のもとを出奔して他の商人とともにこの国に来たのだと説明する。すると猟人たちは「異国

で、暮らすことは多くの人の心に善をなし、あらゆる美徳を教えてくれるものだ」としりて彼を歓迎する26 このよ

うにゴ、ットフリートは外国文化との交わりが生み出す効果をつねに肯定的に表明するのだが、それが騎士階

級を対象とした場合でも、商人層を対象としている場合でも等しく変わることのない点に、まず注目しておきた

い。そしてそれ以上にゴ‘ットフリー卜がみせる外国語習得への9齢、こだわりが興味をそそる。

多くのトリスタン物語にみられるように、トリスタンは文武両道に秀で、特に音楽の能力に恵まれた騎士とし

て特徴づけられている。ゴ、ツトフリートはこれに加えてトリスタンの外国語の才能を再三にわたって強調する。

ゴ句ットフリートによれば、トリスタンは幼し、噴から外国語の習得のために異国へ送られ、 書物による知識の瓶養

を義務づりられながら育てられたとし、うのである。トリスタンを誘拐しようとするノルウェイの商人たちは「子供

がこれほとか多くの外国語を知ってしも」ことに驚きをかくさない。[彼らが旅の途中で何処の土地を訪れようと

も、二れほどの外国語の達人をみたことがなかったJとし、うのである27。またゴ.ットフリートはトリスタンの知る外

国語を具体的に羅列までしてみせる。トリスタンはラテン語、フランス語、フ、、ルターニュ語、ウエールズ語を話

し、ノノレウェイ人、アイルランド、人、ドイツ人、スコットラント、人、テ、ンマーク人などを相手に会話がで、きるのであ

る28 しかしこれらはまさに初期ノ¥ンザの交易幽の言語ではないか。しかも、ひるがえって考えてみれば、そも

そも騎士にこれほど多くの外国語の素養が要求されていたのであろうか。たとえ遍歴騎士に国際性が求めら

れていたとしても、元来が[戦う人Jで‘ある彼らにとってそれほとー多様な己-話能力が必要で、あったのだろうか。

次の引用がこの疑問に答えを与えてくれるカもしれない。

前述したように、マノレク土の顧問団は現地の言葉がよくで、きることを理由の一つにしてトリスタンをアイルラ

ンドへ向かわせた。ウエックスフォード、の沖合いに到着したトリスクン一行は用心深く港の外に錨をおろす。モ

ーロノレトを決闘で、喪ったアイルランド、二七はマルクギを激しく憎悪し、コーンウオーノレの住民が彼の国に近づく

ことがあれば即刻成敗するように命じてし、たからで、ある。そこでトリスクンは船内の貴族と騎士たらの正体を知

られることを恐れ、彼らに次のような命令を与えたのでFある。

「あなたたちはもう何もしてはいけません。船の中に隠れて、陸上から見られなし、ように用心を

しなさい。水夫と乗組員だけは払Vコ入口の前の甲板にとどまって、 1¥圭の方をよく見張ってしもの

です。でもあなたたちは誰一人姿を見せてはいけません。静かにして、船の中にしものです!

私は外に出ています。この国の言葉を知っていますからね。すぐに町の住民たちが私たちのとこ

ろにやって来るで、しようが、私たちを歓迎しなし、ことでしょう。だから私は彼らを欺くつもりです。で

おテキスト.p.395 
2oテキスト p.4:l0
27テキスト p.419

2Kテキストpp.，437-438
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もあなたたちはかならず中に隠れておいてくださいね。あなたたちが見られることでもあれば、す

ぐに戦を背負込むことになるで、しようからね。アイルランドのすべての戦士が私たちを攻盤するで、

しよう。結果が私にとってどのようになるとしても、私は明日の朝に上陸して官険を試みるつもりで、

す。私が留守にする聞は、クルヴェナノレとこの国の言葉がわかる者だけが船上に姿を見せておく

のですよ。i9

トリスタンは随行の者たちが船上に姿を見せることを厳しく禁じる。その一方で、「クルヴェナノレとこの国の言

葉がわかる者だけが船上にいるように」と指示し、「水夫と乗組員jだけが船上で、見張りをするように命じてい

る。つまりトリスタンの師で、あるクノレウ
o

ェナノレと異国を巡る船乗りだけが言葉を理解し、彼らだけが計画の遂行

に必要だとする見方が示されているのである。やがて港の防備を任されているアイノレランドニビの主馬頭とそ

の配下の者たらが武装して駆けつけてくる。トリスタンは彼らに対して、自分はノルマンディの商人で、交易

航海の途上で風に遭遇し、仲間の一般の船ともはぐれて、ょうやくこの港に避難場所を求めてやって来たの

だ左偽りを述べる。さらにトリスタンは主馬頭と彼の配下の者や土地の人々を高価な贈り物で懐柔し、ニビに対

しては金品の献上を気前よく申し出て、船の安全保証と滞在許可を獲得するのである。

この場面はきわめて象徴的であるとし、わねばならない。異国との接触が求められる局面では、土地の言葉

を話すことのできない貴族や、戦う以外に能のない騎士たちは交渉の表舞台から退けられ、船内にとどめ置

かれる。彼らが再び姿を見せるのはトリスタンの計画がすべて実行され、イゾノレテ
c

とマノレクニビの婚礼が合意さ

れた後のことである。それも、きわめて儀礼的な存在として登場するにすぎない。封建的階級制度の上層部

を占めながら、制度そのものに縛られ硬直化する員'族と騎士たちとはうらはらに、ゴ‘ットフリートはきわめて柔

軟で変化自在な騎士トリスタンを描き上げる。商人を詐称することもし、とわず、土地の言葉を自在にあやつり、

敵意をむき出しに押し寄せる群衆には愛想をふりまき、戦も辞さぬと意気込む主馬頭を贈り物でなだめ、土

への高価な献上品を条件に彼の乗組員と船に対する平穏と保護の保証を取り付ける。これはまさしく、新天

地での商圏拡張に向かう遠距離交易航海の船主船長のような役回りではないだろうか。略奪や戦争を目的と

する遠征航海とは異なり、交易航海では海のかなたの異なる文化とたえず接触し、相1i1こ信頼を築きながら

商業活動を展開する。そのためには武具や武器に代わって、相E浬解のための言語能力が必要不可欠で

あることはし、うまでもない。さまざまなトリスタン物語に共通する主人公トりスタンの魅力が、優秀な騎士であり

ながら、同時にそれを超える何者かであることにあるとするならば、コ¥y卜フリー卜のトリスタンには、どのような

状況にも対応できる海洋的な性格、それも交易航海者としての魅力がそなわっているといえるのではない

か。

そして、それもまたゴットフリートの生きた時代と地域の精神風土の反映で、あり、ゴ、ットフリートその人の理想

とする人間像が投影されているのだと考えられないであろうか。ゴ‘ットフリートがこの物語を執筆したとされる

13世紀初頭とし、う時代にふたたび注目したい。たとえば中世商業史の碩学アンリ・ピレンヌが伝える有名なフ

インクルの聖ゴ、ドリックの立身出世諒がその典型を示すように、遠隔地交易が拡大し、恒常的な交易システム

が確立され、取引先各地に支居が世かれるようになると、ハンサe商人は次第に遍歴的な交易活動から身を引

き、一定の都市への定住をはじめる。彼らにとって商業活動はもはや「都市にいながらにして通信により支庖

と連絡すればJ事足りるようになったのであるoところが通信を交わすためには文字を読み書きできる人材が

29テキスト p.501
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必要になる。この一点において聖職者をはじめとする識字階層は交易活動と密接にかかわりを持つ。中世社

会において彼らは文字を理解する数少ない存在であったからで・ある。「聖職者は各方面で重宝がられた。君

主・諸侯は公式文書作成を彼らに委ねたが、十て世紀中頃までは商人の聞でも聖職者が文書業務を独占し

ていたのである。商人が航海に乗り出し外地に赴く時にも聖職者が随伴し、相手方との交渉に協力したり、文

書を作成したり、通訳を勤めたりした。商人の宗教生活を司ったことはし、うまでもないJ30
0 聖職者は交易活動

とも密接なかかわりを持ち得る立場にあったのだ。ましてや「司教の忠実な高級官僚として市民に直接に接

触する立場」のミニステリアーレとし、う職責にあったとするならば、ゴ‘ットフリー卜が交易活動の内情を知悉して

いたとしても不思議ではないし、たとえ彼自身が直後その業務にたずさわっていなかったとしても、彼の周辺

にはそのような同僚や知人が数多く存在していたと想像することにそれほどの無理はないであろう31。彼らは

商人に随伴して異国の人々と接触し、交渉し、通訳をし、計算をし、記録を取り、取引をまとめ上げる、いわば

交易事務のかなめとして活躍していたのだ。自明ながら遠距離交易活動は異文化との接触を前提としておこ

なわれ、そこでの商業行為が言語の理解なくしては進展を見ないことはし、うまでもない。とするならば、優秀

な騎士でありながら、アイルランドの沖まで「船長」として航海し32、到着すると貴族や騎士たちを船倉に押し

込め、たくみに現地の言葉をあやつって交渉をまとめるトリスタンの姿に、騎士を超える新しい人間像として、

ゴ、ットフリートは自らが属する職業階層の理想化された姿を重ね合わせてみせたのだ、とはいえないであろう

か。

全土量五
中日開口

以上述べてきたように、この小論で、は、ゴ.ツ卜フリー卜が作品中で、表明する航海理念と船舶の特徴について

検討を加えてきた。航海理念については堅実で現実的な航海目的と万全の服装から、また船舶については

被覆甲板を持つ堅牢な構造と積載能力の大きさから、なによりも堅実な航海手法と船舶建造方針を求めたハ

ンザ的精神が強く反映されていることが理解できた。また主人公のトリスタンには、疑いなくゴ、ツトフリートの教

養主義的傾向が反映されているとみるべきであろう。特に異文化との接触を善とし外国語の習得を奨励する

姿勢には、たえず交易圏の拡大をめざした時代精神の影響ばかりにとどまらず、その実務的な交渉を担った

とされる識字階層、すなわち聖職者、あるいはミニストリアーレとしての自負が感じられてならない。しかしな

がら彼らの立場は微妙であった。たとえばドイツの騎士制度のフランスへの影響を研究するドミニック・バルテ

ルミはその著書において、ブ、リュージュの聖職者ベノレチュルフを取り上げて紹介してしも。 1127年のシャル

ノレ善良二七の殺害に関わったこの人物は大ミニストリアーレで、あった。たしかに身分こそ「やむなく伯の農奴で

あると認めざるを得なかった」が、「差配人としての職務は金持らになること、権力を握ることには役立ってい

た。しかし軍事的な職務から得られるほどの名誉は望むべくもない。その上しばしば、伯や司教のミニス卜リア

ーレは、都市では貴族たちよりもむしろ裕福な都市住民と親しくなることに努めていたjとしづ。ブリュージュの

住民たちの中で、ベノレチュルフの一族の者は「細心の注意を払し、ながら住民たちの友となり、顧客となり、そし

て騎士たらを毛嫌ししたので、あった。しかしながら彼らの財力や影響力からみて、彼らは騎士のように見られ

たい一つまり騎士になりたし、と努めていた」ので、ある33

311高橋理前掲書 p.92

31内田日出海前掲魯 p.58

12トリスタンはlernaItre du navire r船長Jとしてこの航海を取り仕切る。テキストーp.501
n以上ベルチュノレフにかかわる引用はすべてBa叶le1erny.Dorninique. (2∞9) La chevalerie de la Gerrnanie an!ique a la France 
du X Il' siecle. p. 298 
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都市では商人をはじめとする新興市民層が徐々に勢力を拡大し、次第にi騎士階級とのあいだに事L聴を生

みだす中で、後者に仕えながらも財力と影響力を強めるミニストリアーレは、たえず微妙な立場に立たされて

いたのであろう。実際、領主や司教の差配とし、う役割を与えられ、荘園経営や商業交易の実務的権限を握っ

ていたミニステリアーレたちは、次第に実力を養い、従来の階級制度の中で不過をかこつ自らを新しい騎士

階級像に昇華させたし、と望んでいたのカもしれない。

ゴットフリートがそのようなミニステリアーレの一人で、あったか否かの確証はない。しかし少なくとも彼は自ら

のトリスタン物語に航海に関する合理的な判断を導入することによって、作品の本質をまた別な方向へ導い

たとし、える。結果として物語のケノレト伝説に由来する偶発的、非合理的側面は姿をひそめ、かわって明確な

航海目的をもち卜全の肱装と計画に裏づけられたきわめて現実的な航海理念が物語を展開させてして。こ

れは大きな変化だとし、わねばならない。なぜなら宿命の物語は人間の意志の物語に姿を変えたのだから。

運命に翻弄されるトリスタンから、人智のかぎりを尽くして運命に立ち向かうトリスタンへの変貌。そこには自ら

の才覚を信じて万里の波頭を超え、あらゆる困難を乗り越えて異郷の果てをめざした真の航海者の心意気が

伝わってくる。ゴ、ツトフリートがトリスタンに仮託して描き上げたものは封建的諸制度の制約を越えて、より自由

に自己の実現を果たそうとする、そのような新しい人間像で=はなかったのだろうか。

-32 -



ニプットフリート・フォン‘シょ弘子ラースブルタのfトザスタンとイゾルグjにおける航海について

む時 th器時間騨 in"Trist部副 Isold告'1' 告fG号tt母fied閥抗

Str語富島君urg

Yoshio M汰i

“Trist昌net IsoIde" by Gottefied von is translation of the Tristan tale in the 12th 

出口turywrItten in French. ln this t必e，the sea and the voyage are an important element which 

determi良部thefate of character・s. Therefore， in order to understand註work，it is necess註ryto get 

to know the view about the設uthor'ssea and ship. The 13th century was the e初旬 Han総 atlc

merche江1t'stime from the 12th century when Gottefied w詩suseful. 

The view over a voyage品ndthe sea of the Hanseatic age is reflected in the work. It is組 aimof

this p品perto to know wh反対ndof tlung it was. 
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